








要約:神経芽細胞腫 6 ケ月マススクリーニング(一次マス)の問題点解決の為、宮城県は 92

年 5 月に 18 ケ月マススクリーニング(二次マス)を開始した。97 年 10 月までに 48,982 人

が二次マスを受検し 5 例が発見され、発見率は 9,796 人に 1 例であった。5 例の内訳は、

診断時月齢が 20-29 ケ月で Brodeur's type 1 が 3 例、type 2 が 2 例で type 3 はない。4

例は CR 生存中、最近の 1 例は根治術待機中である。同期間に二次マス陰性後発症の 2 例

を経験した。診断時月齢は 53 ケ月と 60 ケ月で 2 例とも多発骨転移を伴う type 3 であり

予後不良群に属する。18 ケ月での二次マスにおいてもなお一部自然退縮例を発見し、type

2 の発見には有効であるが、type 3 の発見は困難である。


